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第12回 釧路大漁どんぱく会場内にて

根釧牛乳・乳製品・馬肉をＰＲ!!

九
月
五
、
六
日
の
両
日
、「
第
12
回
釧

路
大
漁
ど
ん
ぱ
く
」
会
場
内
で
、「
農
業

農
村
フ
ェ
ア
i
n
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
」

が
開
催
さ
れ
、
釧
路
地
区
農
協
青
年
部

協
議
会
・
Ｊ
Ａ
釧
路
地
区
女
性
協
議
会
・

釧
路
馬
事
振
興
連
合
会
が
根
釧
牛
乳
・

乳
製
品
・
馬
肉
等
の
消
費
拡
大
運
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

釧
路
地
区
農
協
青
年
部
協
議
会
は
、

来
場
し
た
お
客
様
に
、「
よ
つ
葉
特
選

根
釧
牛
乳
」
の
無
料
試
飲
。
Ｊ
Ａ
釧
路

地
区
女
性
協
議
会
は
コ
ツ
コ
ツ
ミ
ル
ク

（
マ
ス
カ
ッ
ト
酢
エ
キ
ス
に
根
釧
牛
乳

を
加
え
た
も
の
）
と
チ
ー
ズ
イ
モ
も
ち

の
販
売
。
釧
路
馬
事
振
興
連
合
会
は
馬

肉
（
さ
く
ら
肉
）
の
串
焼
き
と
ソ
ー
セ

ー
ジ
の
販
売
を
行
な
い
、
牛
乳
・
乳
製

品
・
馬
肉
の
お
い
し
さ
を
ピ
ー
ア
ー
ル

し
ま
し
た
。

同
女
性
協
議
会
で
活
動
し
た
成
田
洋

子
さ
ん
（
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
副
部
長
）
は
、

「
骨
粗
鬆
症
の
予
防
や
カ
ル
シ
ウ
ム
不

足
の
解
消
、
牛
乳
嫌
い
の
人
で
も
食
べ

ら
れ
る
新
た
な
食
の
提
案
を
し
な
が
ら

乳
製
品
の
味
を
広
く
伝
え
て
い
き
た

い
。」
と
述
べ
て
お
り
ま
し
た
。

一
方
、
同
青
年
部
協
議
会
で
活
動
し

た
石
黒
隆
行
さ
ん
（
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
部

長
）
は
、「
地
元
で
生
産
さ
れ
た
根
釧

牛
乳
の
味
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
今
後
も
消
費
拡
大
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
。
酪
農
ク
イ
ズ
や

モ
デ
ル
カ
ウ
搾
乳
体
験
等
で
、
酪
農
に

つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
て
頂
き
た

い
。」
と
述
べ
、
来
場
者
の
方
々
に
牛

乳
の
お
い
し
さ
と
酪
農
を
広
く
伝
え
ま

し
た
。

美味しい根釧牛乳をどうぞ！！（釧路地区農協青年部協議会）

やわらかくて美味しい馬肉はいかが！（釧路馬事振興連合会）

飲みやすいマスカット味のコツコツミルク（JA釧路地区女性協議会）
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2015 鶴居村ふるさとまつり 開催

「
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
千
人
鍋
が
美
味
し
く

出
来
ま
し
た
の
で
ぜ
ひ
食
べ
て
頂
き
た

い
。」Ｊ

Ａ
女
性
部
鶴
居
支
部
は
「
じ
ゃ
が
い

も
の
塩
煮
」
と
「
い
も
団
子
の
素
」
を
販

売
、
松
下
い
ち
子
支
部
長
は
、「
い
も
の
塩

煮
は
、
ほ
く
ほ
く
で
味
も
美
味
し
い
と
好

評
。」
と
そ
れ
ぞ
れ
話
し
て
頂
き
、
Ｊ
Ａ

青
年
部
と
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
テ
ン
ト
前
は
、

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

な
わ
れ
ま
し
た
。

食
の
エ
リ
ア
で
は
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
鶴
居

支
部
が
「
鶴
居
産
と
う
き
び
（
ゆ
で
・
生
）」

を
販
売
、
佐
藤
幸
一
支
部
長
は
、「
今
年
は
、

収
穫
の
タ
イ
シ
ミ
ン
グ
、
実
の
入
り
や
味

も
良
く
出
来
ま
し
た
。
部
員
達
で
協
力
し

て
作
っ
た
鶴
居
産
と
う
き
び
を
皆
さ
ん
に

味
わ
っ
て
頂
き
た
い
。」

Ｊ
Ａ
女
性
部
幌
呂
支
部
は
「
お
ふ
く
ろ

の
味
千
人
鍋
（
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
味
噌
仕

立
て
）」
を
販
売
、
吉
田
鈴
子
支
部
長
は
、

九
月
二
十
三
日
、
鶴
居
村
茂
雪
裡
川
河

畔
特
設
会
場
（
野
外
ス
テ
ー
ジ
）
で
、
鶴

居
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。好

天
に
恵
ま
れ
た
中
、
会
場
で
は
食
の

エ
リ
ア
・
直
売
エ
リ
ア
・
お
楽
し
み
エ
リ

ア
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
牛
乳
早
飲
み
大
会
や
牛
の
鳴
き

声
モ
ー
モ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
、
牧
草
ロ
ー
ル

転
が
し
競
争
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

美味しく出来たじゃがいもの塩煮

愛情たっぷりの千人鍋をどうぞ！

実の入りも良好な鶴居産とうきび
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2015 北海道ホルスタインナショナルショウ

ル
ス
タ
イ
ン
農
協
審
査
部
企
画
課

長
）
が
審
査
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
十
三
農
場
・
十

八
頭
が
出
場
し
、
各
部
門
で
高
レ
ベ

ル
牛
が
そ
ろ
う
な
か
健
闘
を
み
せ
、

㈱
敬
和
フ
ァ
ー
ム
の
出
品
牛
Ｋ
Ｗ

Ｆ
サ
ン
チ
エ
リ
ア
ダ
ー
ハ
ム
ビ
ユ

ー
が
、
第
14
部
５
歳
ク
ラ
ス
で
１
等

１
席
を
獲
得
し
、
10
月
に
安
平
町
で

開
催
さ
れ
る
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
へ
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
出
品
者
の
成
績
は
表
の
と

お
り
で
す
。

九
月
十
九
・
二
十
日
、
北
海
道
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
場
（
安
平
町
早

来
）
で
、
２
０
１
５
北
海
道
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

全
道
各
地
か
ら
出
品
牛
４
５
４
頭

（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
３
９
２
頭
、
ジ

ャ
ー
ジ
ー
種
４
８
頭
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ

ッ
プ
14
頭
）
が
出
場
し
、
オ
フ
ィ
シ

ャ
ル
・
ジ
ャ
ッ
ジ
（
主
任
審
査
員
）

カ
ラ
ム 

マ
ッ
キ
ン
ベ
ン
氏
（
カ
ナ

ダ
酪
農
家
）、
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
・
ジ

ャ
ッ
ジ
稲
山
智
明
氏
（
北
海
道
ホ

「ＫＷＦ サンチエリア ダーハム ビユー」
㈱敬和ファーム所有　　14部１等１席
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ＪＡ女性部鶴居支部「野菜即売会」開催

部
員
達
の
頑
張
り
で
数
と
種

類
を
揃
え
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
安
全
安
心
な
野
菜
作
り

を
心
掛
け
て
作
っ
た
野
菜
を

皆
さ
ん
に
提
供
で
き
て
う
れ

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
部
員
達
で
力
を
合
わ
せ
、

何
事
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た

い
。」
と
意
気
込
み
を
聞
か

せ
て
頂
き
、
即
売
会
は
大
盛

況
に
終
わ
り
ま
し
た
。

九
月
九
日
、
Ａ
コ
ー
プ
つ

る
い
店
前
で
、
Ｊ
Ａ
女
性
部

鶴
居
支
部
は
野
菜
即
売
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

部
員
達
が
、
愛
情
を
込
め

て
作
っ
た
自
家
産
野
菜
（
二

十
種
類
以
上
）
を
店
頭
に
並

べ
る
と
、
大
勢
の
お
客
様
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

松
下
い
ち
子
支
部
長
は
、

「
今
年
の
野
菜
の
出
来
は
天

候
に
左
右
さ
れ
な
が
ら
も
、 みごとな出来の野菜

入 賞 牛 一 覧 表 （当ＪＡ出品分）

１４部　１等１席 ＫＷＦ サンチエリア ダーハム ビユー ㈱敬和ファーム（音別）

部 順位 名　　　号 出 品 者（地区）

１部
2 - 8 ＫＷＦ　アニカ　ミツシエルチエン　ビユー ㈱敬和ファーム（音別）
2 -11 レデイバーク　アイ　アトニー 松　下　雅　幸（鶴居）
3 - 9 ハイキヤリア　スパーリング　エイドリワン (農) 清 和 農 場（鶴居）

２部 3 -10 ヘイチヤン　クライン　マリー (同)伊深ファーム（白糠）

4部
2 -10 ヒシヌマフアーム　リベラル　ブルーク　アツト ㈲菱沼ファーム（鶴居）
3 - 7 ウツズスター　エンペラー　メイ　レオ 林　　　稔　幸（白糠）

6部
2 - 2 マチムラ　ベツス　アイオーン　フラニー 安　藤　　　功（幌呂）
3 - 7 ＴＫＳ　ミノル　マツクス　アンコール 清　水　武　志（鶴居）

7部 2 -11 インペルタウン　ゴールド　オア　タイム 増　田　一　真（鶴居）

8部
2 - 6 カリーナ　アシユリン　ロイ　フアースト 松　田　浩　二（白糠）
3 - 7 ＯＰ　オラホーム　アレツクス　ブレンダ 植　田　紘　史（幌呂）

9部 3 - 5 ヘイチヤン　スターブライト　ゴールド　Ｄ　ロジー　ＥＴ (同)伊深ファーム（白糠）
11部 3 -13 ＶＳツリー　フリスコ　ウインド　ウエイ 對　木　賢　雅（白糠）

13部
2 - 8 ＶＳツリー　ストーリー　カメリア　スーパー 對　木　賢　雅（白糠）
2 -10 エメラルド　ローリン　フイーバー　エスト　フタゴ 松　田　浩　二（白糠）

14部
1 - 1 ＫＷＦ　サンチエリア　ダーハム　ビユー ㈱敬和ファーム（音別）
3 - 7 ＯＰ　オラホーム　アドベント　バービー　ＲＥＤ 植　田　紘　史（幌呂）

15部 2 - 6 サージエント　ペパーズ　ホツトストーリー　ポー　 (農) 高 橋 農 場（鶴居）
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第
23
回
白
糠
町
カ
ミ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス

根
釧
牛
乳
の
試
飲
・
野
菜
の
販
売
等
を
実
施
!!

九
月
十
二
、
十
三
日
、
白
糠
町
駅
前
で
は
、

白
糠
町
カ
ミ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

会
場
に
は
、露
店
40
店
舗
以
上
が
並
び
、様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
音
白
支
部
は
、「
よ
つ
葉
特
選

根
釧
牛
乳
」
の
無
料
試
飲
と
ホ
ル
モ
ン
焼
き
を

販
売
、
對
木
賢
雅
支
部
長
は
、「
昨
今
の
酪
農
情

勢
は
厳
し
い
で
す
が
、
牛
乳
の
消
費
が
少
し
で

も
伸
び
れ
ば
と
い
う
思
い
で
部
員
一
同
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
無
料
試
飲
を
通
し
て
牛
乳
の
ピ

ー
ア
ー
ル
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。」

Ｊ
Ａ
女
性
部
白
糠
支
部
は
、
野
菜
の
販
売
を

行
な
い
、
對
木
美
由
紀
支
部
長
は
、「
今
年
、
野

菜
の
出
来
は
全
体
的
に
良
好
で
、
部
員
達
が
真

心
込
め
て
作
っ
た
自
家
産
野
菜
を
多
く
の
皆
さ

ん
に
食
べ
て
頂
き
た
い
で
す
。
こ
の
日
に
合
わ

せ
て
野
菜
を
揃
え
て
く
れ
た
部
員
達
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。」

Ｊ
Ａ
女
性
部
白
糠
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部

会
は
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
販
売
、
工
藤
敦
子
会

長
は
、「
キ
ャ
ラ
メ
ル
味
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
は
、

部
員
達
が
力
を
合
わ
せ
て
作
っ
て
く
れ
た
お
か

げ
で
美
味
し
く
出
来
上
が
り
ま
し
た
。」
と
そ

れ
ぞ
れ
述
べ
て
頂
き
ま
し
た
。

根釧牛乳のおいしさを皆様へ！

キャラメルポップコーンも好評

手作り、新鮮な野菜を格安で！
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6

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

■平成27年度 　生乳生産実績（9月）
月計乳量（kg） 9月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,247,347.6 105.8 50,922,791.7 103.3
（鶴居地区） 2,852,157.0 108.2 17,511,080.0 105.7
（幌呂地区） 2,145,059.9 103.3 13,236,556.7 100.7
（白糠地区） 1,741,740.8 108.0 10,751,533.3 103.5
（音別地区） 1,508,389.9 102.8 9,423,621.7 102.4

管 内 計 43,483,844.4 103.9 268,001,801.1 101.6
（前年度管内計） 41,859,529.7 263,784,684.9

理　事　会　報　告
9月定例理事会　平成27年9月30日（水）
報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．８月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．�平成２７年度（第２四半期）にかかる監事監
査報告について

６．ＪＡ共済コンプライアンス点検結果について
７．無通告監査の報告について

付議事項�
議案第１号　�平成２７年度下期更正計画の承認に

ついて
議案第２号　融資の承認について
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
１．�秋季地区別懇談会の開催について
２．役員研修について
３．当面の業務日程について

□  10月上旬に上陸した、爆弾低気圧、超大型台風23号の影響は、北海道全域
に及び、根釧地域、当ＪＡでも、収穫ピーク時のデントコーンの折損と倒
伏、農業施設の損壊等大きな被害を受けました。今回、被害にあわれまし
た方々に対しまして、心よりお見舞い申し上げます。デントコーンの倒伏
につきましては収量の減少、また土が付着するため、サイレージの品質悪
化につながり、乳牛のエサの食い込み量、乳量、乳質等に大きく影響し、
一年間の経営を大きく左右しかねないことから、今後も自然災害などに対
しては、より一層の注意が必要となります。

□ これから冬にかけては、昼夜の温度差のある日が続きます。季節の変わり
目でもあるため、体調管理には十分に気を付けましょう。乳牛の飼養管理
では、子牛は充分な体温調節が出来ないため、保温対策には留意し、感染
症から身を守るためにも湿気のない清潔な環境で育てるように心掛けまし
ょう。



釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

■
編
集
発
行 

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

—
V
O
L
・
97—
平
成
27
年
10
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

泌
乳
生
理
に
合
わ
せ
た
搾
乳
作
業

は
、
搾
乳
時
間
短
縮
や
乳
房
炎
予
防

な
ど
効
率
的
な
搾
乳
の
要
で
す
。

今
回
は
乳
頭
刺
激
か
ら
ミ
ル
カ
ー

装
着
ま
で
の
作
業
に
着
目
し
ま
し
た
。

乳
汁
の
約
六
割
は
乳
腺
胞
に
貯
留

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
オ
キ
シ
ト
シ

ン
（
乳
汁
降
下
ホ
ル
モ
ン
）
の
働
き

に
よ
り
乳
腺
槽
に
降
ろ
す
事
で
、
始

め
て
ミ
ル
カ
ー
で
搾
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

泌
乳
生
理
に
合
わ
せ
た
乳
頭
刺
激

と
ミ
ル
カ
ー
装
着
が
オ
キ
シ
ト
シ
ン

の
効
果
を
最
大
限
に
活
か
す
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

乳
頭
刺
激
が
弱
く
、
ミ
ル
カ
ー
装

着
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
か
っ
た
農
場
で
、

搾
乳
手
法
を
変
更
し
、
従
来
の
搾
乳

時
と
変
更
後
を
ラ
ク
ト
コ
ー
ダ
ー
（※）

で
測
定
、
比
較
し
た
事
例
で
す
。

○
従
来
の
搾
乳
手
法
時
（
図
１
）

搾
乳
刺
激
が
不
十
分
な
た
め
、
一

時
的
に
流
量
が
低
下
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
時
、
乳
頭
口
先
端
に
負
担
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

○
搾
乳
手
法
変
更
後
（
図
２
）

ミ
ル
カ
ー
装
着
後
す
ぐ
に
流
量
が

ピ
ー
ク
に
達
し
ま
し
た
。
十
分
な
乳

頭
刺
激
に
よ
る
オ
キ
シ
ト
シ
ン
の
放

出
と
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
た

ミ
ル
カ
ー
装
着
の
有
効
性
が
確
認
で

き
ま
し
た
。

（
提
案
）
で
き
る
事
か
ら
始
め
る
！

「
ミ
ル
カ
ー
装
着
タ
イ
ミ
ン
グ
を

変
え
る
の
は
難
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、

ま
ず
は
「
前
搾
り
の
徹
底
」
か
ら
始

め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

前
搾
り
５
回
以
上
を
実
践
し
た
方 

々
か
ら
は
「
ミ
ル
カ
ー
装
着
時
の
乳

房
の
張
り
が
良
い
」「
搾
り
切
り
が
良

い
」「
搾
乳
時
間
が
短
く
な
っ
た
。」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

効
率
的
な
搾
乳
に
む
け
、
で
き
る

こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
平
成
二
十
七
年
十
月
作
成
）

オキシトシンの働き（イメージ）
南根室地区農業改良普及センター
平成12年版営農改善資料より

図２　搾乳手法改善後 図１　従来の搾乳手法時

※
ラ
ク
ト
コ
ー
ダ
ー
と
は
…

　

ラ
ク
ト
コ
ー
ダ
ー
は
分
毎
の
生

乳
の
流
量
が
測
定
で
き
る
機
器
で

す
。
搾
乳
刺
激
や
ユ
ニ
ッ
ト
装
着 

·
離
脱
の
タ
イ
ミ
ン
グ
等
の
点
検

に
使
わ
れ
ま
す
。

ラクトコーダー

オキシトシン

乳腺槽

乳腺胞

乳房

乳汁

乳頭

効
率
的
な
搾
乳
の
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

泌
乳
生
理
に
合
わ
せ
た
搾
乳

（
事
例
）
泌
乳
生
理
に
合
わ
せ
た

搾
乳
手
法
へ
の
変
更
と
そ
の
効
果

【
ポ
イ
ン
ト
】

◯
ミ
ル
カ
ー
装
着

• 

オ
キ
シ
ト
シ
ン
の
放
出
が
最
大

の
時（
乳
頭
が
張
っ
て
き
ま
す
）

• 

乳
頭
刺
激
か
ら
九
〇
〜
一
八
〇

秒
後
が
目
安

◯
前
搾
り

五
回
以
上
強
め
に
行
う
。

【
期
待
さ
れ
る
効
果
】

◯
搾
乳
時
間
の
短
縮

• 

オ
キ
シ
ト
シ
ン
の
働
き
で
乳
汁

降
下
が
促
進
さ
れ
搾
乳
速
度

（
一
分
間
当
た
り
の
搾
乳
量
）

が
速
ま
る
。

◯
乳
房
炎
予
防

搾
り
始
め
に
起
こ
る
過
搾
乳
が

回
避
さ
れ
、
乳
頭
口
へ
の
負
担
が

軽
減
。

過搾乳になると乳頭口
の皮膚表皮が厚くなり、
突起してくる


